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検討会での審議事項及びスケジュールについて 

１．審議事項 

【政令指定都市移行時に本市が目指した区役所の姿】 

政令市ビジョン「九州ど真ん中！ 日本一暮らしやすい政令市 くまもと」 

○重点戦略：だれもが安心して暮らせる 政令指定都市としての誇りと挑戦

区役所を生かした行政をさらに身近に感じることができる環境の実現への挑戦 

区役所を中心とした市民生活に身近なサービスの提供や、各区がお互いに切磋琢磨し

ながら、自らの地域の個性や特性を生かしたまちづくりを推進できる仕組みをつくる

など、行政サービスや市政をさらに身近に感じることができる環境の実現に向けて挑

戦します。 

【政令指定都市移行後、2 年が経過する中での課題】 

区役所と本庁の関係性や、区役所の機能・権限に対する要望、区役所や出張所の利用状

況の変化など 

今後さらに、区役所や出張所の窓口が市民に利用しやすく、また、まちづくり拠点とし

て機能していくように、行財政運営の効率化や最適化にも配慮しながら、区役所等の在り

方を明確にし、機能再編を図る。 

◎検討会における審議事項 

①区役所・本庁の責務、役割

②区役所と本庁の役割分担、連携

③区役所等におけるまちづくりの取り組み、体制、支援の在り方

④区役所等における行政窓口の在り方
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２．スケジュール 

●第１回検討会（Ｈ26.5.15）

諮問、審議事項及びスケジュール確認、区役所等の現状と課題

●第２回検討会（Ｈ26.6 下旬）

審議事項について検討

●第３回検討会（Ｈ26.7 下旬）

区役所等の在り方に対する基本的な考え方（案）検討

●第４回検討会（Ｈ26.8 下旬）

区役所等の在り方に対する基本的な考え方（中間取りまとめ）

市民向けワークショップ（Ｈ26.10 上旬～中旬）

「区役所等の在り方の基本的な考え方（中間取りまとめ）」に基づくワークショップ開催

●第５回検討会（Ｈ26.10 下旬）

ワークショップでの市民意見をもとに基本方針（案）の内容検討

●第６回検討会（Ｈ26.11 中旬）

基本方針（案）内容検討、答申
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○ 区役所
○ 総合出張所
○ 出張所・分室
○ サービスコーナー

⑦西区役所 ⑰北区役所
⑧河内総合出張所
⑧’芳野分室 ⑲清水総合出張所
⑨花園総合出張所 ⑳龍田出張所
⑩森都心プラザ市民サービスコーナー

③東区役所
④託麻総合出張所
⑤東部出張所
⑥秋津出張所

①中央区役所・市役所本庁舎

⑪南区役所
⑫城南総合出張所
⑬飽田総合出張所
⑭天明総合出張所
⑮幸田総合出張所
⑯南部出張所

⑱北部総合出張所

②大江出張所
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本
庁
・
区
役
所
・
出
張
所
等
の

現
状

【
局
の
機
能
】
 

①
全
市
、
全
庁
的
な
政
策
、
施
策
の
企
画
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案
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国
・県
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と
の
協
議
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④
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【
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①
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②
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③
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区
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く
り
交
流
室
業
務
】 
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協
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催
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催
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ど
の
証
明
書
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行

 
戸
籍
・
住
民
異
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手
続
き

 
福
祉
・
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係
の
手
続
き
（総
合
出
張
所
の
み
）
 

【
区
長
会
議
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区
長
及
び
企
画
振
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局
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開
催
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。
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ど

区
民
課

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
登
録
、
外
国
人
登
録
、
印
鑑
証
明
、
諸
証
明
書
発
行
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
年
金
、
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
な
ど

福
祉
課

介
護
保
険
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
精
神
障
が
い
者
福
祉
な
ど

保
護
課

生
活
保
護
法
関
係
業
務

保
健
子
ど
も
課

健
康
づ
く
り
、
母
子
保
健
、
成
人
保
健
、
精
神
保
健
、
歯
科
保
健
、
栄
養
改
善
・
食
育
推
進
、
児
童

福
祉
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
、
児
童
虐
待
、
保
育
園
入
所
受
付
な
ど

農
業
振
興
課

地
域
農
業
の
振
興
、
農
業
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
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課

個
人
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・
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賦
課
、
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税
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収

納
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発
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ど

ま
ち
づ
く
り
推
進

 
事
業
経
費

 

【
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所
直
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要
求
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算
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区
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平成２６年度中央区まちづくり推進経費

【A】 … 継続事業

【B】 … 新規事業［まちづくり懇話会等提案］

【C】 … 新規事業［人材育成］

【D】 … 新規事業［その他］ （単位：千円）

№ 種別 方向性

めざす区の姿　「新たな出会いと未来創造の都会（まち）　～つながる、中央区。～　」

予算総額 20,000 千円

種別

事業名 事業内容 予算 (要求)額

1 A・C
みんなのまちづくり情
報発信事業

①
②
③
④

区内の魅力・まちづくり活動・まちづくりに携
わる人等を取り上げた情報誌の作成・配布
及び区民編集員養成講座を開催する。

4,750

2 A
区だより

①
②
③
④

中央区のまちづくり事業や地域の取り組み
等を掲載した区だよりを区内各戸に配布す
る。

2,480

3 A
中央区・校区カルタ製
作事業

①
②

各校区の魅力や自慢を歌いこんだ「校区カ
ルタ」を順次作成し、まちづくりへの関心を
高める。H２６はカルタの製作及び、絵札・読
み札の選定それぞれ７校区を予定。

4,800

4 B
中央区お宝探検事業 ①

②

自分の校区を探検しながら発見したお宝
を、持ちよってお宝マップ等を作成するとと
もに、まち歩きなどに活用し、世代間、校区
間の交流を図る。「校区カルタ」とも連携。

150

5 B・C
アクティブシニア増殖
プロジェクト

①
②
③
④

仕事、家事、趣味等で培ったノウハウを地域
に活かしたい中高年世代を対象に実践的な
研修を行い、「アクティブシニア」として育成
し、地域の活性化につなげる。

750

6 A
地域コミュニティづくり
支援補助金

①
②
③
④

魅力あるまちづくりを推進するため、 校区
自治協議会や町内自治会等が主体的かつ
継続的に行う、様々な分野の地域課題の解
決や地域コミュニティの活性化に向けた取り
組みを財政的に支援する。

1,030

7 B
校区の町内割入電子
地図の作成と活用

③
④

各校区の町内が線引きされた電子地図を作
成し、各校区で出様々なまちづくり活動（子
育て・高齢者見守り・防犯等）の用途に応じ
て加工し活用してもらう。

2,486

8 B
水前寺賑わいづくり支
援事業

②
「水まち水前寺～春・夏・秋・冬～」をテーマ
に、水前寺界隈の活性化に向けた取り組み
を支援する。

1,809

1,000

9 B

障がい児就労体験”
ぷれジョブ”の拡大支
援

③
④

障がいのある子供たちのお仕事体験を地域
で受け入れ、支援する取り組みを広げるた
めの広報等を行う。

245

11 A

中央区まちづくり懇話
会
(アイデア提案制度及
び作業部会の活用）

区の特性を生かしたまちづくりの推進に関し
て、「まちづくり事業アイデア提案制度」によ
り提案された内容等を協議する。
また、作業部会において個別の事業案づく
りを行う。

500

10 B
中央区ぼうさいキャラ
バン

③
若い世代の参加を促すような「防災イベン
ト」を校区ごとに巡回形式で開催する。

区民、地域、行政が「つながる」ことで、誰もが暮らしやすさを実感し、心豊かで活力ある未来をつくるまちをめ

ざす

方向性①
“きらり”とひかる品

格ただようまちをつ

くる

方向性②
“わくわく”があふ

れる活力と賑わい

のまちをつくる

方向性③
“ほっと”できる安全
で安心なまちをつく
る

方向性④
“いきいき”と暮ら
せる健やかなまちを
つくる

まちづくりビジョンの
推進体制

参
加
意
欲
を
高
め

る
情
報
の
発
信

住
民
や
地
域
が
つ
な

が
る
機
会
の
創
出

新
た
な
担

い
手
の
参

画
の
促
進

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援

新
た
な
テ
ー
マ

に
お
け
る
協
働

の
働
き
か
け

中央区まちづくりの方向性

参

画

の

拡

大

協

働

の

推

進

参画と協働を

支えるしくみづ

くり
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H２６年度　東区まちづくり推進経費　

【A】 … 継続事業

【B】 … 新規事業［まちづくり懇話会等提案］

【C】 … 新規事業［人材育成］

【D】 … 新規事業［その他］ （単位：千円）
№

種

別
方針

基本方針⑤

暮らしやすく
活気あふれるまち

基本方針④

誰もがいきいきと
暮らせるまち

①
③
④

区内の小学生から高齢者までを対象にして、託
麻三山の史跡、文化、自然とふれあいながら、
地域の歴史に対する意識を深めるウォークラ
リーを実施する。

託麻史跡巡りウォーク
ラリー

⑤

若手農業者のネットワーク「アグリネット」が中心
となり、朝市等の開催や他のイベントへ参加す
るなど、消費者へのPR・農産物の販売を行う。
また、先進的な農業や経営技術の取得を得るた
め、先進地視察や研修会を行う。

10

②
地域住民の方々が校区単位で行う防災訓練を
区役所と合同で行い積極的に支援を行う。

②

介護予防教室の開催

美しい自然を守り育て
ふれあえるまち

イベント時に盗難防止・交通安全グッズ等を配
布し広報啓発を行う。

要介護でない65歳以上の方を対象に、自宅でで
きる運動・介護予防のアドバイスや体力想定を
行う。多くの方々が参加しやすいよう、東区内の
広域で開催する。

③
地域で認知症の方を支える仕組みづくりの一環
で、認知症の現状と対応を深く理解してもらうこ
とを目的に模擬訓練を行う。

区民相互の交流と親睦を深め、地域の魅力や
活気を創出することを目的として開催する。

広報サポーターと協働により広報誌（区だより年
４回発刊等）やWebの充実を図る。

区内で小学校交流サッカー大会とミニバレー
ボール大会を開催する。また、地域で主催する
スポーツや文化交流の催しに対して区長賞とし
て賞状やトロフィーを提供する。

校区自治協議会、町内自治会等が主体的かつ
継続的に行う環境・子育て・防犯防災など地域
に身近な課題の解決や地域コミュニティの活性
化に向けた取組に対し、補助金を交付する。

基本方針②

③
健康まちづくり活動をバックアップできる人材を
養成する。地域での健康学習会や様々な活動
において健康づくりをサポートする。基本方針③

誰もが安全で安心して
過ごせるまち

6

①

9

D

A

A

③

地域防災合同訓練事業

安全安心のまちづくり
事業

まちづくりサポーター養
成事業（健康）

7

Ａ

Ａ

D

D

区民の参画によって、区の特性を生かしたまち
づくりに関する事項について協議を行う。

Ａ 東区区政モニター事業 -

-

めざす区の姿　　『自然豊かな　笑顔あふれる未来のまち　東区』

東区民文化スポーツ交
流事業

地域コミュニティづくり
支援補助金

東区管内の史跡等文献
整理事業

事業内容

2

1

現存する関係資料を参考にして、区内に現存す
る史跡・伝承等の文献の整理を行いデータ化す
る。

基本方針①

人と人とがつながり
世代を越えて

語り合えるまち

Ａ

Ａ

14

15 Ａ

D

8

3

4

5

3,900

東区若手農業者ネット
ワークづくり推進経費

事業名

地域情報受発信充実事
業

①
②
③

⑤

①

①

認知症徘徊模擬訓練モ
デル事業の実施

東区民まつり開催経費

①

Ａ

20,000

200

地域課題検討会開催経
費

-

地域活動（団体）の課題を整理した5項目につい
て、校区自治協議会連絡会のもとに、区民と区
役所職員がともに地域課題の検討・改善に取り
組む検討会で地域活動の促進を図る。

2,200

区民に区政について理解を深めてもらうととも
に、区政に対し意見・提案などを寄せてもらい、
よりよい東区のまちづくりに役立てる。

340

4,750

300

1,000

まちづくり懇話会開催
費

予算総額
種別

13

11

12

千円

Ａ

700

Ａ

予算額

800

1,060

2,400

1,400

350

500

100

東区まちづくりビジョンの
基本方針

まちづくりビジョンの
推進体制
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H２６年度　西区まちづくり推進経費　

【A】 … 継続事業

【B】 … 新規事業［まちづくり懇話会等提案］

【C】 … 新規事業［人材育成］

【D】 … 新規事業［その他］ （単位：千円）
№ 種別

※事業№9～13はエリア別事業
　ビジョンに定めるエリア
　　・金峰山系エリア
　　・有明海沿岸エリア
　　・上熊本周辺エリア
　　・熊本駅周辺エリア
　　・西部エリア

900農水産業を生か
したまちづくり

推進体制 14 Ａ
西区まちづくり懇話会
開催経費

西区まちづくりビジョンに基づく区の特性
を生かしたまちづくりについて協議・報告
をいただく。

　
　
　
　
　
　
○
多
様
な
単
位
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

地元自治会や町内会と連携しプランター
に花を植え、エリア内の景観美化を推
進。

676

重点的取り組み４

13 Ａ 特産品ＰＲ事業
料理コンテストの開催により、安全安心
で美味しい西区産の農水産物の認知度
向上させ、情報発信を行う。

1,125

　
　
　
　
　
　
○
区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

Ａ

11 Ｂ
金峰山系エリア魅力発
信事業

12 Ａ
四季をとおして花のあ
るまちづくり事業

1,000

3,900

10 Ａ
西区探訪ウォーキング
開催経費

地域の魅力を再発見するとともに健康
増進を目的に開催。地元食材を使った
料理や地域特産の農水産物も提供。

500

四季を通して金峰山系エリアの魅力を発
信する事業を行政と地域が協働で発
信。年４回（春夏秋冬）イベントを実施。

西区フェスタ・スポーツ
大会開催経費

区民意識の醸成及び地域間の交流促進
や情報交換の場として、また、西区をよ
り知ってもらうことを目的として開催。

9 Ｂ

8

7 Ｂ

重点的取り組み１

重点的取り組み２

　
　
　
　
　
　
○
地
域
が
有
す
る
ま
ち
づ
く
り
資
源
の
再
発
見
と
活
用

　
　
　
　
　
　
○
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
と
活
用

安心安全の
まちづくり

重点的取り組み３

子育てしやすい
まちづくり

区民に西区の良さを再発見してもらうバ
スツアーを開催。

500

講演会・ワークショップ
等開催経費

500

324
西区役所や各校区自治会等で行われる
防災訓練などの防災に関するイベント時
に防災グッズ（安全グッズ）を配付。

2,030

2,045

子どもたちが消防士や看護師など様々
な職業が体験できるようなイベントを開
催。

西区だより作成経費

2,000

5

4

6

キッザニア（職業体験）
事業

西区地域コミュニティ
づくり支援補助事業

まちづくりなど西区の行政情報を周知・
広報するほか、各校区の活動状況等も
掲載し、区民の情報共有を図る。

防災意識啓発経費

地域コミュニティの活性化や課題解決の
ための補助金交付（補助率1/2）。

各校区やエリアでのまちづくりを総合的
に推進するため人材育成や課題解決等
に関するワークショップ等を実施。

楽しさあふれる
まちづくり

3 Ａ
史跡等探訪日帰りバ
スツアー開催経費

Ｂ

Ａ

取り組み方針

まちづくり支援

Ａ

2,000

2 Ｄ
伝統文化保存継承事
業

存続の危機にある無形文化財（神楽）の
保存継承のため記録映像を作成。

2,500

H25年度は西区全体の宝マップを作成。
H26年度はまちづくりビジョンの５エリア
のうち、金峰山系エリアのマップを作成。

1 Ａ 宝マップ作成経費

事業名 事業内容 予算額

めざす区の姿　　「金峰望む　華のあるまち西区」

予算総額 20,000 千円

種別

金峰山や有明海に代表される豊かな自然を有しており、この恵みにより古くから農耕等が営まれ、この営みの中で
人々の叡智により、伝統・文化が育まれ、今日に継承されてきている。これらの貴重な財産を活かしながら、心豊か
にいつまでも健康で暮らせるまちづくりに取り組む。

西区まちづくりビジョンの重点的取り組み
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【A】 … 継続事業 【B】 … 新規事業［まちづくり懇話会等提案］

【C】 … 新規事業［人材育成］ 【D】 … 新規事業［その他］ （単位：千円）

№ 種別

488

1,469

予算総額 20,000

18 Ｂ
健康のまちづくり
拠点支援事業

健康まちづくり推進体制が構築され
る校区を対象に、拠点施設に健康
に関する測定器具を設置する。

300

19 Ａ
南区まちづくり

懇話会開催経費

15 Ｂ
自然を活かした

地域連携支援事業

環境や自然をテーマとした地域コ
ミュニティの活性化の取り組みに支
援を行う。

17 Ｂ
南区のまちづくり
「町内回覧板」

作成事業

行政と地域住民を繋ぐ「町内回覧
板」を作成し、区内全町内隣保班へ
配布する。

13 Ｂ
南区“いきいき”
スポーツ大会

開催経費

区の一体感醸成と地域間交流を目的と
したスポーツ大会を開催する。(26年度
はグランドゴルフ大会を開催)

700

16 Ａ
地域ｺﾐｭﾆﾃｨづくり

支援補助金
課題解決やｺﾐｭﾆﾃｨ形成を目的とし
たまちづくり事業への支援を行う。

2,042

11 Ａ
南区地域防災
フェア開催経費

区民の防災意識の向上を目的とし
た、防災体験やｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ飯炊き等の
体験型イベントを開催。

300

14 Ｂ
子育て支援ホーム
ページ開設経費

子育て支援情報をタイムリーに発信す
るホームページを作成し、管内の子育
て世代への支援強化を図る。

760

9 Ｄ
南区子ども“いきいき”
学びフェア開催経費

将来を担う子どもたちに、区の魅
力・特性を楽しみながら学んでもらう
フェアを開催する。

658

12 Ｂ
健康まちづくり
地域支援事業

健康意識向上を目的にNTT西日本(ICT
利活用)、管内スポーツ施設と連携し、
運動に親しむ環境つくりを行う。

1,512

7
Ｂ
Ｃ

徘徊模擬訓練
開催経費

認知症高齢者が行方不明になった状況
を想定し、関係団体等が連携協力を行
えるよう模擬訓練を行う。

500

10 Ａ
南区“いきいき”フェス

タ2014開催経費

農・漁業、伝統文化、健康等基本目標
に添ったイベントを同時開催し、区のＰ
Ｒ、区民の一体感の醸成を図る。

4,715

5 Ａ
健康のまちづくり
リーダー育成事業

健康まちづくりの担い手を育成す
る、研修会等を実施する。

221

8
Ｂ
Ｃ

まちづくり担い手
育成事業

自治会等を対象に、まちづくり活動
内容等を掲載する「広報誌の作り
方」講習会を開催する

232

3 Ｂ
南区まちづくり情報
交流拠点設置事業

各まちづくり交流室に、行政と地域がま
ちづくり情報を発信・共有する「まちづく
り拠点コーナー」を設置。

302

6 Ａ
防災のまちづくり
リーダー育成事業

地域版ハザードマップ作成に未着手の
自治会等を対象に、働きかけや取り組
みにつながる研修を行う。

302

1 Ｄ
南区PRグッズ

作成経費

めざす区の姿やシンボルマークをあ
しらった法被やのぼり旗等を作成
し、地域に貸し出しを行う。

2,400

4 Ａ
南区だより
作成経費

地域情報の充実と各個配布を行う。 2,129

種別

事業名 事業内容 予算額

440

2 Ａ
まち歩き手帖

改訂版作成経費

24年度に作成し、H25年度から各所
でＰＲ・配布。26年度は他地域・コー
スを加えた手帖を作成

530基本目標１

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本目標５

基本目標６

①
「
南
区
を
知
ろ
う
」
情
報

受
発
信
事
業
の
充
実

②
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

人
材
育
成
の
充
実

③
テ
ー
マ
に
応
じ
た
区
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

区の特性を活かしたまちづくりに
ついて協議する「南区まちづくり
懇話会」を設置します。
また、まちづくりの目標に応じて、
地域団体等で構成するネットワー
ク組織を設置し、まちづくり事業
の提案やその取り組みを具体化
します。

(1)市民協働の推進体制

(2)行政の推進体制

協働のまちづくりを進めるため、「南

区まちづくり推進本部」を設置しま

す。

行政としてのまちづくり事業の提案

を行うとともに、関係団体や関係機

関との連携や調整を図り、事業を円

滑に推進します。

(3)まちづくりの担い手の育成

まちづくりを永続的に進めていく
ためには、地域のまちづくりを担
う、自治会などの地域団体や市
民活動団体などの人材育成が必
要です。行政と地域団体が連携し、
まちづくりの担い手の育成支援や
交流の場づくりを行います。 ④

地
域(

エ
リ
ア)

の
特
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進

平成２６年度 南区まちづくり推進経費 

平成26年度における南区まちづくり推進経費は、「南区まちづくり懇話懇話会」や

「南区まちづくり座談会」「南区まちづくりワークショップ」等での区民意見を踏まえ、

以下の４本を事業の柱とし、南区まちづくりビジョビジョンに基づく“参画”と“協働”

によるまちづくりの推進を図る。
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H２６年度　北区まちづくり推進経費　

【A】 … 継続事業

【B】 … 新規事業［まちづくり懇話会等提案］

【C】 … 新規事業［人材育成］

【D】 … 新規事業［その他］ （単位：千円）

№ 種別

942
地域間の

連携

事業名 事業内容

1 A
北区いきいき交流

スポーツ大会

2,000○
地
域
内
の
交
流
を
促
進
し
地
域
の
魅
力
を
高
め

、
区
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

○
地
域
資
源
を
結
び
生
活
の
楽
し
み
を
広
げ

、
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る

めざす区の姿　「ず～っと住みたい“わがまち北区”～歴史・自然・文化・人がつながり個性輝くまちをめざします～」

予算総額 20,000 千円

種別

予算額

○
農
村
と
都
市
部
の
区
民
の
協
働
に
よ
り
新
し
い
出
会
い
や
活
力
を
生
み
出
す

3

2 A
いきいき

健康まつり2014

基本方針２

4 A
北区の花・シンボル

マーク周知事業
住みやすい

住環境の整備

区の一体感を醸成するため、各世代
ごとに楽しめるスポーツ大会を各地域
で開催する。

健康づくりを推進するため、健康を
テーマに各世代を対象としたイベント
等を開催する。

基本方針１

健康と暮らしの
安全・安心の向上

基本方針３

まちの賑わいと
産業の振興

区の豊かな農産物のPRと区民の交流
を図るため、龍田、清水、北部、植木
地域をリレー形式で朝市を開催する。

6 A
北区わくわく
バスツアー

B・C
北区地域の防災

・減災フェア

地域間交流と人材育成のため、各地
域で自主防災クラブの避難訓練や防
災に関する啓発を行う。

1,054

区の一体感を醸成するため、区の花
「ひまわり」いっぱい運動や絵画コン
クール、シンボルマーク周知を行う。

1,472

5 A 北区農産物の市

地域間交流や郷土教育の契機とする
ため、区内４公民館合同で活動の紹
介や体験講座、学習発表を行う。・

500

1,100

A
北区・町内回覧板

配布事業

1,000

7 A
北区「Wooooo！区」

ラリー大会

豊かな自然に触れながら郷土につい
て学ぶとともに区民の健康づくりを図
るため、ウォークラリーを開催する。

1,000

区の魅力を体感してもらうため、北区
内の名所・旧跡、企業などをバスで見
学して回り、地域間交流を行う。

地域の活性化を図るため、主体的に
地域課題の解決に取り組む校区自治
協議会や町内自治会等を支援する。

1,320

9 B 北区・資源マップ事業
北区に誇りを持ち区の一体感を醸成
するため、地域の資源（自然、史跡、
見所等）を掲載したマップを作成する。

2,509

10
区の一体感を醸成するため、区の名
所、区からの情報等を掲載した回覧板
を作成、町内隣保組へ追加配布する。

1,473

11 A
北区地域コミュニティ

づくり支援補助金

基本方針５

住民自治と協働
の推進

基本方針４

地域資源の
継承と活用

8 D
北区わくわく

生涯学習
フェスタ2014

4,868

13 A 北区まちづくり懇話会
まちづくりビジョンに基づく区の特性を
生かしたまちづくりを行うため、「北区
づくり懇話会」を開催する。

428

12 A
北区だより

「ひまわり通信」

区や各地域のまちづくりの情報等を周
知・広報し区民の情報共有を図るた
め、作成し、各戸に配布する。

20,000

まちづくりビジョン
の推進体制

14 D
北区まちづくり
ワークショップ

区民意見をまちづくりに反映するた
め、住民ワークショップを開催する。

334

５つの基本方針に基づき事業を推進していく。特に３～５年間は、区の一体感の醸成を図ることを目指した事業展開を図る。

また、毎年度区民や懇話会等の意見を伺いながら地域と区が協働しながら実施していく。」

北区まちづくりビジョンの基本方針
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職
員
意
見
交
換
会
で
の
意
見

1
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
郵
送
、
電
子
申
請
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
発
行
、
土
日
開
庁
）
が
必
要
。
ま
た
、
区
役
所
、
出
張
所
に
来
な
い
で
済
む
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

2
区
役
所
に
い
け
ば
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
く
る
市
民
に
対
し
、
す
べ
て
の
解
決
は
無
理
だ
が
、
き
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
対
応
す
る
誠
意
が
大
切
。

（市
民
は
区
役
所
に
期
待
し
て
お
り
、
ま
た
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
）

3
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
職
員
が
参
加
す
る
よ
う
に
す
る
。

4
区
役
所
は
地
域
に
身
近
な
位
置
に
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
現
場
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
作
り
が
必
要
。

1
区
役
所
を
憩
い
の
場
に
す
る
べ
き
で
あ
る
（周
辺
の
賑
わ
い
が
必
要
）。
ま
た
、
待
ち
時
間
に
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
、
交
流
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
（
区
役
所
の
ス
ペ
ー
ス
、
機
能
が

不
十
分
）。

2
区
役
所
へ
の
交
通
の
便
が
悪
い
な
ど
、
施
設
に
よ
り
利
便
性
に
差
が
あ
る
（高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
必
要
）。

1
区
役
所
、
総
合
出
張
所
、
出
張
所
の
手
続
き
の
違
い
が
複
雑
す
ぎ
る
。
市
民
に
わ
か
り
に
く
い
。
（総
合
出
張
所
と
出
張
所
の
取
り
扱
い
業
務
の
統
一
化
を
図
る
べ
き
。
）
手
広
く
手
続
き

が
で
き
る
施
設
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
集
約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

2
ま
ち
づ
く
り
交
流
室
と
公
民
館
の
組
織
が
わ
か
り
に
く
い
。

3
利
用
者
数
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
区
役
所
や
出
張
所
の
組
織
を
再
編
す
る
。

⇒
大
区
役
所
制
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
本
庁
業
務
と
区
役
所
業
務
を
整
理
し
な
お
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

4
人
的
に
今
よ
り
多
く
の
職
員
を
配
置
す
れ
ば
、
区
役
所
へ
業
務
を
さ
ら
に
移
行
で
き
る
。
本
庁
を
ス
リ
ム
化
し
て
、
区
役
所
の
充
実
を
図
り
、
区
役
所
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
解
決
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

1
職
員
の
適
正
配
置
、
見
直
し
の
た
め
に
区
長
に
人
事
権
を
与
え
る
べ
き
。
ま
た
、
予
算
権
限
を
与
え
る
な
ど
、
区
の
権
限
強
化
が
必
要
。

1
各
区
統
一
の
Q
A
集
・マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
（誰
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
詳
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
）や
、
本
庁
主
務
課
が
参
加
す
る
担
当
者
会
議
が
必
要
。

⇒
本
庁
、
出
先
機
関
の
両
職
員
の
意
思
の
統
一
、
サ
ー
ビ
ス
の
画
一
化
を
図
る
。

2
業
務
に
よ
っ
て
は
、
基
準
判
断
権
を
持
つ
中
枢
課
を
作
る
べ
き
。

3
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
人
員
、
人
材
の
確
保
が
必
要
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
員
を
多
く
の
業
務
で
育
成
す
べ
き
。

4
区
役
所
は
広
い
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
総
合
出
張
所
で
扱
う
業
務
は
多
様
で
専
門
的
知
識
を
要
す
る
。
し
か
し
、
人
員
減
な
ど
に
よ
り
、
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
時
間
が
な
い
こ

と
か
ら
、
主
務
課
で
行
う
研
修
の
や
り
方
な
ど
を
見
直
す
べ
き
。

1
本
庁
主
務
課
の
現
場
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、
現
場
と
本
庁
に
意
識
の
ズ
レ
が
あ
り
、
対
話
が
必
要
で
あ
る
（
本
庁
主
務
課
次
第
で
差
が
あ
る
が
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
部
署
が

多
く
、
区
の
要
求
に
対
す
る
思
い
の
欠
如
が
感
じ
ら
れ
る
）。

2
区
役
所
職
員
と
し
て
の
一
体
感
が
少
な
い
。
区
役
所
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
共
有
が
必
要
。
⇒
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
職
員
間
の
つ
な
が
り
を

厚
く
す
る
。

3
同
じ
建
物
に
な
っ
た
の
で
情
報
の
共
有
が
し
や
す
い
。
他
課
と
の
連
携
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

4
本
庁
、
区
役
所
の
相
互
の
業
務
内
容
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
同
じ
課
内
で
も
隣
の
係
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
深
く
は
わ
か
っ
て
い
な
い
現
実
。

5
本
庁
主
務
課
と
区
役
所
の
明
確
な
役
割
分
担
が
必
要
で
あ
る
。

1
市
職
員
全
員
が
新
し
い
視
点
で
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
を
一
か
ら
見
直
す
と
い
う
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

2
部
署
間
で
お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
、
市
役
所
全
体
を
考
え
る
意
識
改
革
が
必
要
。
（業
務
の
縦
割
り
意
識
が
強
い
。
）

3
理
想
の
区
役
所
が
見
え
な
い
（庁
内
で
の
統
一
し
た
方
向
性
が
見
え
な
い
）。

⇒
市
全
体
で
取
り
組
ま
な
く
て
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。
ど
う
い
う
区
役
所
に
し
た
い
か
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
職
員
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す
仕
組
み
が
必
要
。

1
業
務
を
効
率
よ
く
行
う
こ
と
は
、
職
員
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な
く
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
。
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
の
対
応
会
議
だ
け
で
な
く
、
業
務
改
善
を
目
的
と
し
た
会

議
を
開
催
す
べ
き
。

2
た
だ
人
を
減
ら
す
、
残
業
を
減
ら
す
と
い
っ
た
目
標
を
立
て
る
前
に
、
ま
ず
は
そ
の
原
因
究
明
を
し
な
い
と
改
善
さ
れ
な
い
（
適
切
な
人
員
配
置
の
た
め
に
は
業
務
の
再
整
理
が
必

要
。
）。

3
５
区
役
所
が
で
き
て
分
散
し
た
事
務
の
統
合
、
効
率
化
や
、
窓
口
の
単
純
業
務
・ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
の
効
率
化
や
見
直
し
が
必
要
。
本
当
に
区
役
所
で
職
員
が
や
る
べ
き
業
務
か
ど
う

か
を
見
直
す
べ
き
（市
民
へ
の
直
接
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
業
務
は
集
中
処
理
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
と
人
員
の
効
率
化
を
図
る
）
。

業
務
の
効
率
化

組
織
の
見
直
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
ハ
ー
ド
面
）

区
の
権
限
の
強
化

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
ソ
フ
ト
面
）

窓
口
対
応
の
統
一
化

連
携

職
員
の
意
識
改
革

資
料
２
－
４
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他の政令指定都市の状況 

1. 指定都市の区の組織等の状況

2. 指定都市の区の予算の状況

3. 指定都市の区における自主事業について

【出展】第３０次地方制度調査会第 15回専門小委員会 

（平成 24 年 6 月 27日）資料抜粋 

資料３ 

11



　
指

定
都

市
の

区
の

組
織

等
の

状
況

（
札

幌
市

～
浜

松
市

）

札
幌

市
仙

台
市

さ
い

た
ま

市
千

葉
市

横
浜

市
川

崎
市

相
模

原
市

新
潟

市
静

岡
市

浜
松

市

区 　 長

職
階

位
(
本

庁
●

●
級

)
局

長
級

局
長

級
局

長
級

部
長

級
（
中

央
区

：
局

長
級

）
局

長
級

局
長

級
局

長
級

部
長

級
局

長
級

部
長

級
（
他

政
令

市
の

局
長

級
に

準
ず

る
）

市
議

会
へ

の
出

席

予
委

・
決

委
は

全
区

長
出

席
、

常
委

に
関

係
区

長
が

出
席

す
る

場
合

あ
り

本
会

議
・
委

員
会

と
も

全
区

長
出

席
－

本
会

議
・
委

員
会

と
も

全
区

長
出

席

予
委

・
決

委
・
常

委
に

関
係

区
長

が
出

席
す

る
場

合
あ

り

本
会

議
代

表
質

問
に

全
区

長
出

席
、

一
般

質
問

に
関

係
区

長
出

席

本
会

議
・
委

員
会

と
も

全
区

長
出

席
本

会
議

・
委

員
会

と
も

全
区

長
出

席
－

本
会

議
・
委

員
会

と
も

関
係

区
長

の
み

出
席

区 職
役 員

所 数
3
,1

2
2
人

1
,5

6
1
人

1
,6

1
9
人

9
2
3
人

7
,3

1
9
人

3
,3

7
8
人

2
9
1
人

2
,3

0
1
人

4
3
8
人

1
,1

5
6
人

職
全

職
員

に
占

区 長 及 び 区 の 組 織 の 状 況

員 数
め

る
区

役
所

職
員

の
割

合
2
2
％

1
6
％

1
8
％

1
3
％

2
7
％

2
5
％

6
％

3
1
％

7
％

2
0
％

１
区

の
平

均
職

員
数

3
1
2
人

3
1
2
人

1
6
2
人

1
5
4
人

4
0
7
人

4
8
3
人

9
7
人

2
8
8
人

1
4
6
人

1
6
5
人

標 準 的 な 区 役 所 の 組 織

市
民

分
野

市
民

部
 3

課
区

民
部

 6
課

市
民

セ
ン

タ
ー

く
ら

し
応

援
室

区
民

生
活

部
 5

課
地

域
振

興
課

市
民

課
総

務
部

 6
課

ま
ち

づ
く
り

  
  

 推
進

部
 4

課
区

民
  

サ
ー

ビ
ス

部
 2

課

地
域

政
策

課
総

務
課

区
民

課
ま

ち
づ

く
り

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

地
域

課
区

民
生

活
課

税
務

課
総

務
課

総
務

・
防

災
課

ま
ち

づ
く
り

振
興

課
戸

籍
住

民
課

区
振

興
課

税
務

課
区

民
生

活
課

ま
ち

づ
く
り

推
進

課

保
健

福
祉

分
野

保
健

福
祉

部
  

  
  

  
 4

～
7
課

保
健

福
祉

  
 　

セ
ン

タ
ー

　
6
課

健
康

福
祉

部
 5

課
保

健
福

祉
  

 　
セ

ン
タ

ー
 4

課
保

険
年

金
課

福
祉

保
健

 　
  

セ
ン

タ
ー

 6
課

保
健

福
祉

  
 セ

ン
タ

ー
 5

課
こ

ど
も

支
援

室
健

康
福

祉
課

保
険

年
金

課
福

祉
事

務
所

 3
課

社
会

福
祉

課
長

寿
保

険
課

健
康

づ
く
り

課

土
木

・
建

築
分

野
土

木
部

 1
課

建
設

部
 3

課
土

木
事

務
所

道
路

公
園

  
 　

セ
ン

タ
ー

 2
課

建
設

課

産
業

分
野

産
業

振
興

課

福
祉

○
○

○
○

○
○

×
○

○
○

※ 区 役 所 組 織 へ の 編

事
務

所
（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

（
昭

和
5
2
年

～
）

（
平

成
7
年

～
）

（
健

康
福

祉
局

）
（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

保
健

所
×

（
保

健
福

祉
局

）
○

（
平

成
8
年

～
）

×
（
保

健
福

祉
局

）
△

（
一

部
機

能
を

全
区

へ
移

管
）

○
（
平

成
6
年

～
）

○
（
平

成
9
年

～
）

×
（
健

康
福

祉
局

）
△

（
申

請
窓

口
機

能
を

全
区

へ
移

管
）

×
（
保

健
福

祉
子

ど
も

局
）

×
（
健

康
福

祉
部

）

保 セ
ン

健
タ

ー
○

（
平

成
9
年

～
）

○
（
平

成
8
年

～
）

○
（
移

行
時

～
）

○
（
平

成
9
年

～
）

－
－

×
（
健

康
福

祉
局

）
○

（
移

行
時

～
）

×
（
保

健
福

祉
子

ど
も

局
）

○
（
平

成
2
2
年

～
）

土 事
務

木 所
○

（
移

行
時

～
）

○
（
移

行
時

～
）

×
（
建

設
局

）
△

（
一

部
機

能
を

全
区

へ
移

管
）

○
（
平

成
1
7
年

～
）

○
（
平

成
1
5
年

～
）

×
（
都

市
建

設
局

）
△

（
道

路
新

設
工

事
業

務
の

一
部

を
全

区
へ

移
管

）

×
（
建

設
局

）
×

（
土

木
部

）

入 状
建

築
課

×
（
都

市
局

）
○

（
移

行
時

～
）

×
（
建

設
局

）
×

（
都

市
局

）
×

（
建

築
局

）
×

（
ま

ち
づ

く
り

局
）

×
（
都

市
建

設
局

）
×

（
建

設
部

）
×

（
都

市
局

）
×

（
都

市
整

備
部

）

況
農

政
×

×
－

×
×

×
×

△
×

×
事

務
所

（
経

済
局

）
（
経

済
局

）
（
経

済
農

政
局

）
（
環

境
創

造
局

）
（
経

済
労

働
局

）
（
環

境
経

済
局

）
（
6
箇

所
）

（
経

済
局

）
（
産

業
部

）

※
凡

例
　

：
　

当
該

組
織

を
全

て
の

区
に

編
入

し
て

い
る

も
の

→
「
○

（
編

入
年

）
」
、

　
一

部
の

区
に

編
入

し
て

い
る

も
の

→
「
△

（
箇

所
数

）
」
、

　
本

庁
が

直
接

管
理

し
て

い
る

も
の

→
「
×

（
所

管
部

局
名

）
」
　

出
典

：
各

指
定

都
市

に
対

す
る

状
況

調
査

（
平

成
2
4
年

6
月

）
の

結
果

を
も

と
に

作
成

　
　

　
「
職

員
数

」
欄

は
平

成
２

４
年

４
月

１
日

現
在

（
大

阪
市

は
５

月
１

日
現

在
）
の

も
の

で
あ

る
。
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指
定

都
市

の
区

の
組

織
等

の
状

況
（
名

古
屋

市
～

熊
本

市
）

名
古

屋
市

京
都

市
大

　
阪

　
市

堺
市

神
戸

市
岡

山
市

広
島

市
北

九
州

市
福

岡
市

熊
本

市

区 　 長

職
階

位
(
本

庁
●

●
級

)
局

長
級

局
長

級
2

区
局

長
級

2
2

区
部

長
級

局
長

級
局

長
級

局
長

級
局

長
級

局
長

級
局

長
級

局
長

級

市
議

会
へ

の
出

席
－

通
常

は
出

席
な

し
、

要
請

に
よ

り
出

席

通
常

は
出

席
な

し
、

委
員

会
は

要
請

に
よ

り
出

席

本
会

議
は

関
係

区
長

の
み

出
席

、
委

員
会

は
全

区
長

出
席

予
委

・
決

委
・
常

委
に

当
番

区
長

出
席

－
－

－
当

初
議

会
の

代
表

質
疑

の
み

全
区

長
出

席

本
会

議
及

び
常

任
委

員
会

に
全

区
長

出
席

区 職
役 員

所 数
3
,2

1
4
人

2
,7

2
0
人

4
,9

0
7
人

8
9
8
人

1
,8

0
3
人

8
8
6
人

2
,0

7
4
人

1
,6

5
2
人

2
,4

7
2
人

1
,0

5
2
人

職
全

職
員

に
占

区 長 及 び 区 の 組 織 の 状

員 数
め

る
区

役
所

職
員

の
割

合
1
3
％

2
0
％

1
3
％

1
6
％

1
2
％

1
5
％

1
8
％

1
9
％

2
6
％

1
6
％

１
区

の
平

均
職

員
数

2
0
1
人

2
4
7
人

2
0
4
人

1
2
8
人

2
0
0
人

2
2
2
人

2
5
9
人

2
3
6
人

3
5
3
人

2
1
0
人

標 準 的 な 区 役 所 の 組 織

市
民

分
野

総
務

課
企

画
経

理
室

区
民

生
活

部
1
課

1
室

地
域

力
推

進
室

区
民

部
 4

課

総
務

課
市

民
協

働
課

窓
口

サ
ー

ビ
ス

課

企
画

総
務

課
自

治
推

進
課

市
民

課

ま
ち

づ
く
り

  
  
推

進
部

 5
課

総
務

・
地

域
　

　
　

 振
興

課
税

務
課

市
民

保
険

年
金

課

市
民

部
 6

課
会

計
課

総
務

企
画

課
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨ支

援
課

市
民

課

区
政

推
進

部
 4

課
市

民
部

 5
課

総
務

企
画

課
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
区

民
課

保
健

福
祉

分
野

区
民

福
祉

部
 3

課
保

健
所

 2
課

1
係

福
祉

部
 4

課
保

健
部

 2
課

保
健

福
祉

課
保

険
年

金
課

保
健

福
祉

総
合

 ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

 3
課

1
室

保
健

福
祉

部
 3

課
（
福

祉
事

務
所

）
福

祉
事

務
所

厚
生

部
 3

課
福

祉
事

務
所

 5
課

国
保

年
金

課
保

健
福

祉
  
  
 セ

ン
タ

ー
 7

課
福

祉
事

務
所

 3
課

土
木

・
建

築
分

野

建
設

課
維

持
管

理
課

土
木

農
林

分
室

農
林

建
設

部
　

　
　

  
3
～

4
課

ま
ち

づ
く
り

整
備

課
地

域
整

備
部

 3
課

産
業

分
野

農
林

水
産

振
興

課
農

業
振

興
課

況
福

祉
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

　 区 役 所 組 織 へ の 編

事
務

所
（
平

成
3
年

～
）

（
平

成
9
年

～
）

（
昭

和
3
9
年

～
）

（
移

行
時

～
）

（
平

成
8
年

～
）

（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

（
平

成
6
年

～
）

（
移

行
時

～
）

（
移

行
時

～
）

保
健

所
○

（
平

成
1
2
年

～
）

×
（
保

健
福

祉
局

）
×

（
健

康
局

）
×

（
健

康
福

祉
局

）
×

（
保

健
福

祉
局

）
×

（
保

健
福

祉
局

）
×

（
健

康
福

祉
局

）
×

（
健

康
福

祉
局

）
○

（
平

成
9
年

～
）

×
（
健

康
福

祉
子

ど
も

局
）

保 セ
ン

タ
健 ー

－
○

（
平

成
2
2
年

～
）

○
（
平

成
1
4
年

～
）

○
（
移

行
時

～
）

○
（
平

成
8
年

～
）

×
（
保

健
福

祉
局

）
○

（
平

成
9
年

～
）

×
（
健

康
福

祉
局

）
－

○
（
移

行
時

～
）

土 事
務

木 所
×

（
緑

政
土

木
局

）
×

（
建

設
局

）
×

（
建

設
局

）
×

（
建

設
局

）
×

（
建

設
局

）
○

（
移

行
時

～
）

○
（
移

行
時

～
）

×
（
建

設
局

）
○

（
移

行
時

～
）

×
（
都

市
建

設
局

）

入 状
建

築
課

×
（
住

宅
都

市
局

）
×

（
都

市
計

画
局

）
×

（
計

画
調

整
局

）
×

（
建

築
都

市
局

）
×

（
都

市
計

画
総

局
）

×
（
都

市
整

備
局

）
○

（
移

行
時

～
）

×
（
建

築
都

市
局

）
×

（
住

宅
都

市
局

）
×

（
都

市
建

設
局

）

況
農

政
×

×
×

×
×

○
△

×
×

△
事

務
所

（
農

業
委

員
会

）
（
産

業
観

光
局

）
（
経

済
局

）
（
産

業
振

興
局

）
（
産

業
振

興
局

）
（
移

行
時

～
）

（
4
箇

所
）

（
産

業
経

済
局

）
（
農

林
水

産
局

）
（
4
箇

所
）

※
凡

例
　

：
　

当
該

組
織

を
全

て
の

区
に

編
入

し
て

い
る

も
の

→
「
○

（
編

入
年

）
」
、

　
一

部
の

区
に

編
入

し
て

い
る

も
の

→
「
△

（
箇

所
数

）
」
、

　
本

庁
が

直
接

管
理

し
て

い
る

も
の

→
「
×

（
所

管
部

局
名

）
」

出
典

：
各

指
定

都
市

に
対

す
る

状
況

調
査

（
平

成
2
4
年

6
月

）
の

結
果

を
も

と
に

作
成

　
　

　
「
職

員
数

」
欄

は
平

成
２

４
年

４
月

１
日

現
在

（
大

阪
市

は
５

月
１

日
現

在
）
の

も
の

で
あ

る
。
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指
定

都
市

の
区

の
予

算
の

状
況

（
札

幌
市

～
浜

松
市

）

札
幌

市
仙

台
市

さ
い

た
ま

市
千

葉
市

横
浜

市
川

崎
市

相
模

原
市

新
潟

市
静

岡
市

浜
松

予
算

要
求

先

【
管

理
予

算
、

 区
独

自
事

業
】

市
民

担
当

部
局

【
そ

の
他

】

事
業

担
当

部
局

【
区

独
自

事
業

】

財
政

担
当

部
局

【
そ

の
他

】

事
業

担
当

部
局

【
管

理
予

算
、

 区
独

自
事

業
】

市
民

担
当

部
局

【
そ

の
他

】

事
業

担
当

部
局

事
業

担
当

部
局

【
区

執
行

事
業

】

市
民

担
当

部
局

【
局

執
行

事
業

】

事
業

担
当

部
局

【
区

独
自

事
業

】

財
政

担
当

部
局

【
管

理
予

算
】

市
民

担
当

部
局

【
局

執
行

事
業

】

事
業

担
当

部
局

【
枠

外
要

求
予

算
】

財
政

担
当

部
局

【
枠

内
要

求
予

算
】

事
業

担
当

部
局

【
施

設
管

理
、

イ
ベ

ン
ト

、
道

路
・
公

園
維

持
】

財
政

担
当

部
局

【
産

業
、

建
設

】

事
業

担
当

部
局

【
住

民
、

福
祉

】

市
民

担
当

部
局

【
区

独
自

事
業

】

市
民

担
当

部
局

【
局

執
行

事
業

】

事
業

担
当

部
局

【
管

理
予

算
】

財
政

担
当

部
局

【
そ

の
他

】

事
業

担
当

部
局

①
地

域
課

題
対

応
事

業
（
区

独
自

①
区

の
魅

力
づ

く

事
業

名
元

気
な

ま
ち

づ
く

り
支

援
事

業
区

民
協

働
ま

ち
づ

く
り

事
業

区
ま

ち
づ

く
り

推
進

事
業

区
民

ふ
れ

あ
い

事
業

個
性

あ
る

区
づ

く
り

推
進

費

事
業

）

②
地

域
課

題
対

り
事

業

②
地

域
活

性
化

特
色

あ
る

区
づ

く
り

予
算

区
の

魅
力

づ
く
り

事
業

地
域

力
向

上
事

業

区
応

事
業

（
局

区
連

事
業

交
付

金

の
携

事
業

）

予 算
区

の
に

状 況
お け

①
3
8
9
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
5
5

①
1
7
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
6
.
8

る 自 主

平
成

2
4

年
度

予
算

額

3
7
5
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
3
5

～
4
0
百

万
円

）

9
0
百

万
円

（
1
区

平
均

1
8
百

万
円

）

1
,8

1
6
百

万
円

（
1
区

平
均

1
8
2
百

万
円

）

3
8
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
5
～

8
百

万
円

）

2
,2

4
5
百

万
円

（
1
区

平
均

1
2
5
百

万
円

）

百
万

円
）

②
1
6
1
百

万
円

～
4
.
8
百

万
円

）

②
6
6
百

万
円

1
6
0
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
2
0

百
万

円
）

2
9
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
9
.
5

百
万

円
）

1
3
9
百

万
円

（
1
区

あ
た

り
1
6

～
3
2
百

万
円

）

事
（

1
区

平
均

2
3
百

（
1
区

あ
た

り
1
8

業
万

円
）

～
2
7
百

万
円

）

予 算

配
分

方
法

等
区

の
事

業
計

画
に

合
わ

せ
て

配
分

各
区

が
直

接
財

政
担

当
部

局
へ

予
算

要
求

上
限

の
あ

る
予

算
枠

内
で

各
区

が
要

求

各
区

が
作

成
し

た
企

画
案

に
基

づ
き

配
分

基
礎

額
と

し
て

1
8

区
一

律
に

配
分

す
る

他
地

域
特

性
や

税
・
国

保
の

取
組

等
に

応
じ

て
配

分

①
各

区
一

律
5
5

百
万

円
を

配
分

②
各

区
の

状
況

に
応

じ
予

算
枠

の
範

囲
内

で
配

分

各
区

が
枠

内
要

求
予

算
と

し
て

要
求

各
区

が
2
0
百

万
円

を
上

限
に

予
算

要
求

各
区

が
9
.5

百
万

円
を

上
限

に
予

算
要

求

均
等

割
及

び
人

口
規

模
・
面

積
に

応
じ

て
配

分

出
典

：
各

指
定

都
市

に
対

す
る

状
況

調
査

（
平

成
2
4
年

6
月

）
の

結
果

を
も

と
に

作
成

市
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指
定
都

市
の

区
の

予
算

の
状

況
（
名

古
屋
市
～
熊
本
市
）

名
古

屋
市

京
都

市
大

阪
市

堺
市

神
戸

市
岡

山
市

広
島

市
北

九
州

市
福

岡
市

熊
本

市

区 の

予
算

要
求
先

事
業

担
当

部
局

【
区

独
自

事
業

】

財
政

担
当

部
局

財
政
担
当
部
局

財
政
担
当
部
局

【
区

独
自

事
業

】

財
政
担
当
部
局

【
そ
の

他
】

事
業
担
当
部
局

事
業
担
当

部
局

事
業
担
当
部
局

市
民
担
当
部
局

財
政
担
当
部
局

財
政
担
当
部
局

事
業

名
自

主
的

・
主

体
的

な
区

政
運

営

区
民

提
案

・
共
汗

型
ま
ち
づ
く
り
支

援
事

業

地
域
の
特
性
や

実
情
に
応
じ
て

実
施
す
る
事
業

区
民
ま
ち
づ
く
り

基
金
活
用
事
業

①
区
の
個
性
を

の
ば
す
ま
ち
づ
く

り
事
業

②
区
政
振
興
費

区
づ
く
り
推
進
事

業

①
区
の
魅
力
と

活
力
の
向
上
推

進
事
業

②
ま
ち
づ
く
り
推

進
費

区
行
政
推
進
事

業

①
魅
力
づ
く
り
事

業
等

②
区
振
興
事
業

区
ま
ち
づ
く
り

推
進
経
費

予 算 の 状 況

区 に お け る 自 主 事 業

平
成

2
4
年

度
予

算
額

1
6
0
百

万
円

（
1
区

平
均

1
0
百

万
円

）

2
1
0
百

万
円

（
1
区

平
均

1
9
百

万
円

）

1
,5
3
0
百
万
円

（
1
区

平
均

6
4
百

万
円

）

2
2
4
百
万
円

（
1
区

あ
た

り
1
8

～
4
0
百

万
円

）

①
2
6
1
百
万
円

（
1
区

あ
た

り
2
1

～
3
6
百

万
円

）

②
1
0
0
百
万
円

（
1
区

あ
た

り
1
0

～
1
2
百

万
円

）

4
8
百
万
円

（
1
区

あ
た

り
7
.
6

～
2
0
百

万
円

）

①
9
2
百
万
円

（
1
区

平
均

1
2
百

万
円

）

②
1
.7
百
万
円

（
1
区

平
均

0
.
2
百

万
円

）

3
1
0
百
万
円

（
1
区

あ
た

り
4
0

～
5
0
百

万
円

）

①
3
2
7
百
万
円

（
1
区

平
均

4
7
百

万
円

）

②
1
3
0
百
万
円

（
1
区

平
均

1
9
百

万
円

）

1
0
0
百
万
円

予 算

配
分

方
法

等
8
割

は
均

等
割

、
2
割

は
人

口
割

で
配

分

約
5
割

は
均

等
配

分
、
残

り
約

5
割

は
人

口
配

分

各
区
が
直
接
財

政
担
当
部
局
へ

予
算
要
求

各
区
が
直
接
財

政
担
当
部
局
へ

予
算
要
求

①
各
区
の
要
求

に
応

じ
て
配

分

②
均
等
割

8
5
％
、
人
口
割

1
5
％
で
配
分

区
の
実
情

に
応

じ
て
配
分
（
一
律

で
は

な
い
）

各
区
か
ら
の
要

求
に
基
づ
き
配

分

大
規
模
区
は
5
0

百
万
円
、
そ
の

他
の
区
は
4
0
百

万
円
を
配
分

各
区
が
直
接
財

政
担
当
部
局
へ

予
算
要
求

出
典

：
各

指
定

都
市

に
対

す
る
状

況
調

査
（
平

成
2
4
年

6
月

）
の

結
果

を
も
と
に
作

成

（
1
区

平
均

2
0
百

万
円

）

各
区
が
直
接
財

政
担
当
部
局
へ

予
算
要
求

※
熊
本
市
は
平
成
2
6
年
度
の
状
況
を
記
載

※ ※ ※ ※
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指
定

都
市

の
区

に
お
け
る
自

主
事

業
に
つ
い
て
（
札

幌
市

～
名

古
屋

市
）

指
定
都
市
名

事
業

名
主

な
内

容
事
業
例

札
幌
市

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
支

援
事

業
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
単
位
で
実
施
す
る
事
業
や
、
住
民
に
よ
る
企
画

提
案

型
事

業
な

ど
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
。

・
子

ど
も
安

全
マ
ッ
プ
作

成
支

援
・
子

育
て
支

援
セ
ミ
ナ
ー

・
ス
ポ
ー
ツ
大

会
開

催
支

援

仙
台
市

区
民
協

働
ま
ち
づ
く
り
事

業
地
域
課
題
の
解
決
、
地
域
の
活
性
化
・
特
色
あ
る
区
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
と
区
役
所
と
の
協
働
を
促
進
す
る
「
企
画
事
業
」
、
市
民
団
体
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
対
す
る
公
募
助
成
の
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
事
業
」
を
行
う
。

・
区

民
ま
つ
り
・
文

化
祭

の
協

働
企

画
・
川

の
美

化
活

動
・
緑

化
活

動

さ
い
た
ま
市

区
ま
ち
づ
く
り
推

進
事

業
区
民
会
議
等
と
の
連
携
を
図
り
、
区
民
と
の
協
働
を
進
め
、
区
の
個

性
を
生

か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

・
区

民
満

足
度

ア
ッ
プ
経

費
（
道

路
緊

急
修

繕
等

）
・
区

民
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ

ー
ト

千
葉
市

区
民
ふ

れ
あ
い
事

業
区
の
地
域
特
性
や
区
民
の
意
向
を
踏
ま
え
た
各
種
事
業
を
展
開

・
み

ん
な
で
創

る
区

づ
く
り
活

動
支

援
（
補

助
）

・
区

民
対

話
会

横
浜
市

個
性
あ
る
区

づ
く
り
推

進
費

地
域
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
個
性
あ
る
区
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の

経
費

。
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
各
区
の
特
性
に
応
じ
た
様
々
な
事
業
を
実
施

。
・
区

企
画

事
業

（
地

域
防

災
力

向
上

事
業

、
参

加
と
協

働
に
よ
る
地

域
自

治
検

討
事

業
）

川
崎
市

地
域
課

題
対

応
事

業
（
区

独
自

事
業

）
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す

る
た
め
、
区
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
り
、
実
施
し
て
い
く
事
業
。

（
う
ち
、
局
区
連
携
事
業
：
地
域
か
ら
の
視
点
を
活
か
し
て
、
区
の
課

題
解

決
を
図

る
た
め
、
区
役
所
が
関
係
局
と
主
体
的
に
調
整
を
行
い
推
進
す
る
事
業

）

・
区

制
4
0
周

年
記

念
事

業
（
区

単
独

）
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
地

域
活

性
化

推
進

事
業

（
局

区
連

携
）

地
域
課

題
対

応
事

業
（
局

区
連

携
事

業
）

区
の
魅

力
づ
く
り
事

業
区
民
と
し
て
の
一
体
感
を
育
み
、
区
民
へ
の
愛
着
や
誇
り
な
ど
の
意
識

の
醸

成
を
図

る
。

・
区

の
Ｃ
Ｍ
作

成
・
区

民
交

流
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

相
模
原
市

地
域
活

性
化

事
業

交
付

金
市
民
の
幅
広
い
参
加
と
協
働
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
市

民
が

主
体

的
に
取
り
組
む
事
業
に
交
付
す
る
。

・
自

治
会

加
入

促
進

事
業

・
地

域
史

跡
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
事

業

新
潟
市

特
色
あ
る
区

づ
く
り
予

算
区
自
ら
が
区
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
実
行
す
る
た
め
に
、
区

が
直

接
予
算
要
求
す
る

・
ホ
タ
ル

の
い
る
原

風
景

復
元

事
業

・
田

ん
ぼ

ア
ー
ト
制

作
支

援
事

業
・
高

齢
者

見
守

り
体

制
整

備
支

援
事

業

静
岡
市

区
の
魅

力
づ
く
り
事

業
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
活
性
化
を
図
る
事
業
、
区
民
と
の
交
流
を
促

進
す
る
事

業
な
ど
を
、
３
区
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
視
点
・
手
法
で
展
開

・
葵

区
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

・
携

帯
写

真
コ
ン
テ
ス
ト

浜
松
市

地
域
力

向
上

事
業

地
域
課
題
の
解
決
、
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
住
み
よ
い
地
域
社

会
の

実
現

を
目

指
す
「
市
民
提
案
に
よ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
助
成
事
業
」
と
「
地
域

課
題

を
解

決
す
る
区
企
画
事
業
」
を
実
施
。

・
浜

松
餃

子
ま
つ
り
＆

全
国

餃
子

サ
ミ
ッ
ト
（
助

成
）

・
防

犯
カ
メ
ラ
設

置
事

業
（
区

企
画

）

名
古
屋
市

自
主
的

・
主

体
的

な
区

政
運

営
各
区
役
所
が
、
区
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
区

の
特

色
や

魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
区
民
に
親
し
ま
れ
る
区
役
所
づ
く
り
等

に
取

り
組

む
。

・
避

難
所

運
営

リ
ー
ダ
ー
の

養
成

・
子

育
て
サ

ロ
ン
運

営
支

援
・
区

民
ま
つ
り
　
・
区

役
所

授
乳

室
の

整
備

出
典
：
各
指
定
都
市
に
対

す
る
状

況
調

査
（
平

成
2
4
年

6
月

）
の
結
果
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料
を
も
と
に
作
成
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指
定
都
市
名

事
業

名
主

な
内

容
事
業
例

区
民
提

案
・
共

汗
型

ま
ち
づ
く
り
支

援
事

業
（
区
民

提
案

型
支

援
事

業
）

区
民
が
自
発
的
、
自
主
的
に
企
画
、
運
営
す
る
事
業
を
募
集
し
、
区

民
ま
ち
づ
く
り
会

議
等
の
選
考
に
よ
り
採
択
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
。

・
区

民
、
地

域
団

体
、
N
P
O
法

人
、
大

学
等

が
自

発
的

、
主

体
的

に
行

う
ま
ち
づ
く
り
活

動
・
事

業
に
対

し
て
経

費
の

一
部

を
補

助

区
民
提

案
・
共

汗
型

ま
ち
づ
く
り
支

援
事

業
（
共
汗

型
事

業
）

幅
広
い
区
民
が
参
画
す
る
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
に
お
け
る
議
論
等
を
踏

ま
え
、
区

民
と
各
区
役
所
が
共
汗
し
て
取
り
組
む
区
民
ぐ
る
み
の
事
業
を
実
施

。

・
区

民
ふ

れ
あ
い
文

化
祭

・
駅

周
辺

お
で
か

け
マ
ッ
プ
の

作
成

・
特

別
養

護
老

人
ホ
ー
ム
等

へ
の

整
備

助
成

大
阪
市

地
域
の

特
性

や
実

情
に
応

じ
て
実

施
す

る
事
業

市
民
参
画
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
・
地
域
福
祉
の
推
進

、
地

域
の

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
支

援
事

業
　
等

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育

成
事

業
・
成

人
の

日
の

つ
ど
い
事

業
・
生

涯
学

習
ル

ー
ム
事

業

堺
市

区
民

ま
ち
づ
く
り
基

金
活

用
事

業
平
成
1
8
年
に
創
設
し
た
「
堺
市
区
民
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
を
活
用
し
、
区
域

の
特

性
を

活
か
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
各
区
で
実
施
す
る
。

・
区

民
文

化
祭

・
区

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
作

成
・
高

齢
者

見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

区
の
個

性
を
の

ば
す
ま
ち
づ
く
り
事

業
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
新
た
な
仕
組
づ
く
り
や
地
域
の
主
体
的
な
活
動

を
育

み
、
区

民
と
の
協
働
に
よ
り
、
各
区
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
み

ん
な
笑

顔
や

ん
健

康
や

ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
神

戸
マ
ラ
ソ
ン
の

元
気

ア
ッ
プ
応

援
事

業
・
は

じ
め
ま
し
て
プ
レ
マ
マ
サ

ロ
ン

区
政
振

興
費

区
民
の
行
政
需
要
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
区
の
総
合
調
整
機
能
を
よ
り
活

性
化

し
、
区
の
独
自
の
政
策
立
案
機
能
の
充
実
を
は
か
る
。

・
環

境
整

備
関

係
等

の
簡

易
な
要

望
処

理
・
広

報
・
広

聴
関

係
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
の

推
進

岡
山
市

区
づ
く
り
推

進
事

業
各
区
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
区
民
等
と
協
働
し
て
推
進

す
る
。

・
犯

罪
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
事

業
・
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
事

業
・
地

域
活

性
化

イ
ベ
ン
ト
事

業

区
の
魅

力
と
活

力
の

向
上

推
進

事
業

・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化

事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花

壇
づ
く
り
事

業
・
地

域
発

！
わ

が
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド
事

業

ま
ち
づ
く
り
推
進
費

・
ま
ち
づ
く
り
支

援
セ
ン
タ
ー
の

運
営

・
商

店
街

振
興

事
業

補
助

北
九
州
市

区
行
政

推
進

事
業

区
役
所
が
主
体
と
な
っ
て
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
課
題
の
解
決

や
地

域
の

活
性
化
を
推
進
す
る
事
業
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
・
支
援
事
業
　
等

・
門

司
港

バ
ナ
ナ
の

叩
き
売

り
活

用
及

び
伝

承
事

業
・
環

境
美

化
活

動
支

援
事

業
・
イ
ノ
シ
シ
対

策

福
岡
市

魅
力
づ
く
り
事

業
等

区
の
裁
量
に
よ
る
区
基
本
計
画
を
推
進
す
る
事
業
や
区
の
魅
力
づ
く
り
事

業
　
等

・
区

イ
ベ
ン
ト
振

興
事

業
・
地

域
の

子
育

て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事

業
・
ま
ち
か

ど
災

害
情

報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業

熊
本
市

区
ま
ち
づ
く
り
推

進
事

業
区
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
、
区
の
特
色
や
魅
力
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

出
典
：
各
指
定
都
市
に
対
す
る
状

況
調

査
（
平

成
2
4
年

6
月
）
の
結
果
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
資
料
を
も
と
に
作
成

区
役
所
が
、
市
政
車
座
談
義
や
区
長
と
住
民
と
の
対
話
等
を
踏
ま
え
、
企

画
・
立

案
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
資
す
る
住
民
の
主
体

的
か

つ
継

続
的

な
活
動
を
効
果
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
。

神
戸
市

広
島
市

京
都
市

指
定

都
市

の
区

に
お
け
る
自

主
事

業
に
つ
い
て
（
京

都
市

～
熊

本
市

）

※
熊
本
市
は
平
成
2
6
年
度
の
状
況
を
記
載

※
・
区

民
意
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熊本市自治基本条例の見直しについて

1. 条例改正の背景

・自治基本条例における見直し規定

自治基本条例第３９条第１項では、条例の 施行後４年を超えない期間ごとに条例を見直し 、適切な措

置を講じることとしている。

・政令市移行後の社会情勢の変化

政令市移行後、区役所制となり、各区において、地域住民と参画・協働により、それぞれの区の特性に

合わせたまちづくりに取り組んでいる。

2. これまでの経過

・H24.5～H25.2 熊本市自治推進委員会（自治基本条例第３７条に基づく附属機関）での検討

・H25.12～  熊本市自治基本条例見直し委員会（附属機関）での検討 
◇自治推進委員会の答申をもとに、条例の見直しについて、委員それぞれの見地から、「自治基本条例

改正条文骨子」について議論。

 第１回（H25.12.5） ◇他都市の状況等について報告。

 第２回（H26.1.22） ◇熊本市の区行政について報告、自治推進委員会の答申の内容について協議。

 第３回（H26.2.12） 
◇自治推進委員会の答申を踏まえた見直しについて協議、自治推進委員会の答申

以外の見直しについて協議。

第４回（H26.4.22） ◇改正条文骨子（案）について協議。

第５回（H26.5.14） ◇改正条文骨子について報告、改正条文素案（たたき案）について協議。

  ※今後、７回までを開催予定。

3. 今後の予定

・H26.10 パブリックコメント、地域説明会 
・H26.12 第４回定例会上程 

施行後４年間の社会情勢の変化に合わせ、自治基本条例を見直していく必要がある。

【自治推進委員会からの答申書内容】

○「区役所を拠点とした区の独自性を生かしたまちづくりの推進」

○「区におけるコミュニィテ活動の連携」

以上の２点について、条例に明記すること。

資料４ 
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自治基本条例改正条文骨子

【第３３条の後にコミュニティ活動の連携について追加】

第５章 コミュニティ活動

１ コミュニティ活動の連携

地域コミュニティ活動及び市民公益活動を行う者は、自らそれぞれの特性を生か

しながら相互に連携するよう努めること。

【第６章「区のまちづくり」として加え、以下の１・２の内容について追加】

第６章 区のまちづくり 

１ 区のまちづくり 

１）区民（※１）及び区の職員は、地域の特性や課題を踏まえたまちづくりの指針

（※２）に基づき、区役所を拠点とした参画と協働によるまちづくりに取り組むこ

と。

２）区民及び区の職員は、前項に定めるまちづくりへの取り組みにあたり、次のこ

とに留意すること。

①地域の情報を把握し、情報の発信とまちづくりへの活用に努める

②地域の課題を的確に把握し、解決に向けて合意形成に努める

③地域コミュニティ活動及び市民公益活動を行う者の連携促進に努める

２ 区の体制の整備等

  市長は、区のまちづくりを推進するために必要な、区役所の体制の整備や予算の

確保に努めること。

※１「区民」

区の区域内の住民、区の区域内に通勤し、又は通学する者、区の区域内で事業を営

み、又は活動する個人及び法人その他の団体のいずれかに該当するもの。

※２「まちづくりの指針」

総合計画（基本構想）に基づくもの。各区のまちづくりビジョンや総合計画（基本

計画）の区別計画など。
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